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研究分野：音声学、第２言語習得研究 
科研費の分科・細目：言語学、外国語教育 
キーワード：電子耳装置、英語音声教育、聴覚音声学理論、音声習得、聴覚心理的分析 
 
１．研究計画の概要 
 最も英語教育の早い段階、すなわち小学校に

この OE 装置によって聴覚を英語に適応させる

準備教育を導入した際の効果を考察、さらには

文法的内容を学習する中学まで追跡調査するこ

とで、音声授業等で人材が確保されなくとも持

続可能な音声教育法を探り、さらには小〜大学

での外国語音声教育の全体像を模索する端緒を

つかむことが本研究の目的である。具体的な計

画概要は以下の通りである。 

（１）小学校における音声教育の取り組みの実

態調査 

 公立小学校への聞き取り調査により、外国語

教育、とりわけ音声教育の実態、担当教員の意

識調査など全国レベルで行い、現在進行してい

る音声教育の実態を明らかにする。 

（２）特定の小学校における OE 装置の聴覚刺

激音による授業の試行と効果の測定 

 公立小学校で英語教育を受けている５年次生、

６年次生に OE 装置の聴覚刺激音を聴取させる。

実験群には同装置を用いた発声教育も含めてい

く。３ヶ月ごとに英語の発音を収録、音声分析

を行うことで、両群の音声面の特徴を分析、検

討、同方法の効果を測定する。 

（３）中学進学後の英語の音声面、動機づ

けなどに関する追跡調査 

中学に進学同生徒等の音声面、動機づけで

の面で追跡調査することで、OE 装置によ

る音声教育の効果を検討、持続可能な音声

教育法としての有効性を探り、さらには小

学校〜大学での一貫した外国語音声教育

構築のための示唆を提示する。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）実態調査：小学校の英語教育への取

り組みについて、小学校英語教育学会での

発表、名古屋教育委員会への聞き取りなど

を中心に検討した。 
（２）実験 
 実験は名古屋市内の公立小学校、一校に

在籍する５年次生および６年次生の児童

を対象とした。英語部を新設し、実験はこ

の部活動を利用したため、自発的な児童が

対象である。１回につき約１時間の実験時

間を設定した。なお、全児童は年に４〜６

時間の教育委員会から派遣される ALT に

よる英語の授業を受けていた。実験のスケ

ジュール、対象人数は以下の通りであった。 
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第１回：平成 21 年 4 月〜７月まで 20 回  

第２回：平成 21 年 9 月〜12 月まで 10 回  

第３回：平成 22 年 4 月〜9 月まで 9 回 

第４回：平成 22 年 9 月〜12 月まで 10 回  

被験者には実験前後で語音弁別テスト、発音テ

スト、動機づけ調査、英語学習への態度調査な

ど適宜実施した。  

（３）中学生への追跡調査：小学校での実験に

参加した生徒を対象に学習ストラテジー、学習

の動機づけ等のアンケート調査を実施した。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

 当初、対象小学校の変更などがあったものの、

これまでの３年間で順調に実験を実施、データ

収集を行うことができた。 

（１）学習動機づけの調査 

対象者の学習動機を調べるために「内発的—外

発的動機づけ測定尺度」（桜井 1985）を縮約版

にして行った。 

（２）語音弁別テストおよび発音テスト 

ミニマルペアによる弁別テストと同語音の発音

テストを行うことで、実験前後の変化、さらに、

知覚産出の関係を検討した。 

 残念なことは、実験群の設定はできたものの、

道義的な問題から、統制群の設定はできなかっ

た点である。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 23 年度は引き続き、実験第５回、第６回を行

う。これまで電子耳装置による聞き取りのみの

効果を測定してきたが、今年度はフォニックス

を取り入れ、文字情報や、発音の仕組みの説明

を加えた場合に聞き取りがどのように変化する

のか、これまでと同様の弁別テストにより検討

する。 
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